
(57)【要約】

【課題】複数の駆動型の利点を採り、駆動型に関連する

不利益を被らず、動画、静止画の別なく一貫した最適化

された表示品質を提供すること。

【解決手段】光源と、イメージデータの少なくとも１つ

の参照フレームを記憶する記憶部とを備えるディスプレ

イ装置において、駆動方法は、イメージデータの現フレ

ームを受け取り、前記イメージデータの現フレームのピ

クセルと前記イメージデータの参照フレームの対応する

ピクセルの間でグレーレベルを比較し、前記イメージデ

ータの現フレームと前記イメージデータの参照フレーム

において異なるグレーレベルを有するピクセルのピクセ

ル量を決定し、かつ前記決定されたピクセル量に基づい

て、前記光源の発光負荷時間率と振幅の少なくとも一方

を計算し出力するとともに現フレームを表示することを

含む。ディスプレイ装置は上記駆動方法を実行する、比

較部と光源制御部とを有する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 源 と 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 少 な く と も １ つ の 参 照 フ レ ー ム を 記 憶 す る 記 憶 部 と を 備 え る
デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム を 受 け 取 り 、
　 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム の ピ ク セ ル と 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム の 対
応 す る ピ ク セ ル の 間 で グ レ ー レ ベ ル を 比 較 し 、
　 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム と 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム に お い て 異 な る
グ レ ー レ ベ ル を 有 す る ピ ク セ ル の ピ ク セ ル 量 を 決 定 し 、
　 か つ 前 記 決 定 さ れ た ピ ク セ ル 量 に 基 づ い て 、 前 記 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 と 振 幅 の 少 な く
と も 一 方 を 計 算 し 出 力 す る と と も に 現 フ レ ー ム を 表 示 す る
　 こ と を 含 む 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム は Ｉ × Ｊ ピ ク セ ル を 有 す る Ｍ 番 目 の フ レ ー ム で あ り 、
前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム に 関 連 す る 前 記 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） は 、 次 式
【 数 １ 】
　
　
　
　
（ こ こ に 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目
の フ レ ー ム の 対 応 す る ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） の 間 の グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル 差 が 閾 値 グ レ ー レ
ベ ル 差 に 等 し い か そ れ よ り も 大 き い な ら ば 、 Ｚ （ Ｍ ） （ ｉ ， ｊ ） ＝ １ で あ り ； イ メ ー ジ デ
ー タ の Ｍ 番 目 の ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム の 対 応 す る
ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） の 間 の グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル 差 が 閾 値 グ レ ー レ ベ ル 差 よ り も 小 さ い な
ら ば 、 Ｚ （ Ｍ ） （ ｉ ， ｊ ） ＝ ０ で あ る ） に よ り 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 閾 値 グ レ ー レ ベ ル 差 は ２ に 等 し い か そ れ よ り 大 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は 前 記 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） の 関 数 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ で あ り 、 前 記 光
源 の 振 幅 Ａ は 前 記 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） の 関 数 Ａ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は 次 式
【 数 ２ 】
　
　
　
　
（ こ こ に 、 Ｄ l i m i t  は 前 記 光 源 の 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 で あ り 、 Ｎ m a x  は 閾 値 ピ ク セ ル 量 を
表 す ） に よ り 定 義 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ピ ク セ ル 量 ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ が 前 記 閾 値 ピ ク セ ル 量 Ｎ m a x  よ り も 大 き い な ら ば 、 前 記 ピ
ク セ ル 量 ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ は 前 記 閾 値 ピ ク セ ル 量 Ｎ m a x  に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５
に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 前 記 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ l i m i t  は ２ ５ ％ に 等 し い か ま た は そ
れ よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 閾 値 ピ ク セ ル 量 Ｎ m a x  は 前 記 表 示 装 置 の ピ ク セ ル 解 像 度 の １ ０ ％ に 等 し い か そ れ よ
り 少 な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 表 示 装 置 は 、 さ ら に １ × Ｒ の ア レ イ Ｓ を 備 え 、 か つ 前 記 方 法 は 、 さ ら に 、
　 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム 、 Ｍ 番 目 の フ レ ー ム と 関 連 す る 前 記 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ
） を 決 定 し た 後 に 、 前 記 決 定 さ れ た ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） を ア レ イ Ｓ に 格 納 す る 工 程 を 含 み
、 前 記 ア レ イ Ｓ は Ｓ ＝ ［ Ｎ （ Ｍ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ） 、 Ｎ （ Ｍ － ２ ） ． ． ． 、
Ｎ （ Ｍ － （ Ｒ － １ ） ） ］ の フ ォ ー マ ッ ト を 有 し 、 Ｒ は 前 記 参 照 フ レ ー ム の 量 を 表 す
　 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 光 源 の 前 記 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ と 振 幅 Ａ を 制 御 す る 信 号 を 計 算 し 、 出 力 す る 工 程 の 前
に 、 前 記 方 法 は 、 さ ら に 、
　 前 記 ア レ イ Ｓ に 基 づ い て 平 均 ピ ク セ ル 量 を 計 算 す る 工 程
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 平 均 ピ ク セ ル 量 は 、 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） と し て 計 算 さ れ 、 Ｎ ’ （ Ｍ
） は 次 式
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ に 、 Ｓ ［ ｒ ］ は ア レ イ Ｓ の ｒ 番 目 の 要 素 で あ り 、 ｒ ＝ １ 、 ２ 、 ． ． ． 、 ま た は Ｒ で
あ り 、 ａ r  は ア レ イ Ｓ の 要 素 Ｓ ［ ｒ ］ の 重 み 付 き 指 数 で あ り 、 前 記 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は 前
記 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） の 関 数 Ｄ ［ Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ で あ り 、 前 記 振 幅 Ａ は 前 記
重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） の 関 数 Ａ ［ Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ で あ る ） に よ り 計 算 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ア レ イ Ｓ の 前 記 要 素 Ｓ ［ ｒ ］ の 前 記 重 み 付 き 指 数 ａ r  は 、 ａ r  ≧ ａ r + 1  ≧ ０ を 満 た
す こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 光 源 の 前 記 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ に 、 Ｄ l i m i t  は 前 記 光 源 の 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 で あ り 、 Ｎ m a x  は 閾 値 ピ ク セ ル 量 を
表 す ） と し て 定 義 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 閾 値 ピ ク セ ル 量 Ｎ m a x  は 前 記 表 示 装 置 の ピ ク セ ル 解 像 度 の １ ０ ％ に 等 し い か そ れ よ
り 少 な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 光 源 の 前 記 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ l i m i t  は ２ ５ ％ に 等 し い か ま た は そ れ よ り 大 き い
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と 、
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　 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 背 後 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 、
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と に 電 気 的 に 接 続 さ れ た デ ー タ 制 御 回
路 と を 備 え 、
　 前 記 デ ー タ 制 御 回 路 は 、
　 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム を 受 領 し 、 こ れ を イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム と 比 較 す
る 比 較 部 と 、
　 前 記 比 較 部 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 、 前 記 比 較 部 に 格 納 さ れ た フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記
憶 部 で あ っ て 前 記 フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 格 納 部 内 に 格 納 さ れ た 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 参
照 フ レ ー ム を 前 記 比 較 部 に 出 力 す る フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 格 納 部 と 、
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 前 記 比 較 部 と に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 光 源 制 御 部 で あ っ て 、 前 記
バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 少 な く と も 駆 動 パ ラ メ ー タ を 前 記 比 較 部 か ら 受 領 し た 比 較 結 果 に 基 づ
い て 制 御 す る 光 源 制 御 部 と を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 光 源 制 御 部 は 、 さ ら に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 発 光 負 荷 時 間 率 制 御 器 と バ ッ ク ラ イ ト 光
源 振 幅 制 御 器 と を 備 え 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 が 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源
発 光 負 荷 時 間 率 制 御 器 に よ り 制 御 さ れ 、 か つ 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 振 幅 が 前 記 バ ッ
ク ラ イ ト 光 源 振 幅 制 御 器 に よ り 制 御 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 デ ー タ 制 御 回 路 は 、 さ ら に 、 前 記 比 較 部 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 比 較 部 か ら 出 力
さ れ た 比 較 結 果 を 受 け 取 り 、 前 記 比 較 結 果 の 重 み 付 き 分 布 を 計 算 す る 重 み 付 け フ ィ ル タ ー
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー は 、 さ ら に 、 前 記 フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け
フ ィ ル タ ー が 受 け 取 っ た 前 の 比 較 結 果 を 格 納 す る ア レ イ 記 憶 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ ６ に 記 載 の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
関 連 出 願 の 相 互 参 照
　 本 出 願 は 台 湾 特 許 出 願 第 ９ ３ １ ３ ８ ５ ４ ４ 号 （ ２ ０ ０ ４ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 出 願 ） の 優 先 権
の 主 張 を 伴 い 、 同 出 願 の 内 容 全 体 が 本 明 細 書 に お い て 参 照 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
技 術 分 野
本 開 示 内 容 は デ ィ ス プ レ イ 装 置 と そ の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ）
お よ び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
背 景 技 術
　 情 報 の 時 代 の 到 来 と と も に 情 報 提 示 媒 体 と し て の デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 対 す る 需 要 が ま す
ま す 増 加 し て い る 。 陰 極 線 管 （ ブ ラ ウ ン 管 ） （ Ｃ Ｒ Ｔ ） デ ィ ス プ レ イ は 表 示 性 能 が よ く 、
か つ 技 術 的 に 成 熟 し て お り 、 こ こ 数 十 年 に わ た っ て デ ィ ス プ レ イ 市 場 を 席 巻 し て き た 。 し
か し な が ら 、 最 近 開 発 さ れ た Ｌ Ｃ Ｄ の よ う な 最 先 端 技 術 製 品 は よ り 薄 型 化 、 よ り 小 型 化 さ
れ る 傾 向 が あ る 。 従 っ て 、 今 ま で よ り も 表 示 品 質 が 高 く 、 専 有 面 積 が 狭 く 、 消 費 電 力 が 少
な く 、 放 射 線 技 術 を 用 い な い と い う よ う な 利 点 を 持 つ Ｌ Ｃ Ｄ が 徐 々 に 従 来 の Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス
プ レ イ に 取 っ て 代 わ り 、 デ ィ ス プ レ イ 市 場 の 主 流 と な り つ つ あ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 の ２ 種 類 の デ ィ ス プ レ イ に は と も に 利 点 と 欠 点 を 有 す る 。 Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ は イ
ン パ ル ス 型 駆 動 で 発 光 す る 電 子 ビ ー ム を 使 用 す る 。 換 言 す れ ば 、 あ る フ レ ー ム 時 間 （ ６ ０
Ｈ ｚ の リ フ レ ッ シ ュ 速 度 （ 垂 直 走 査 周 波 数 と も い う ） で 約 １ ６ ． ７ ミ リ 秒 （ ｍ ｓ ） ） に お
い て 、 Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ の ピ ク セ ル 輝 度 （ ブ ラ イ ト ネ ス ） の 振 幅 が 経 時 変 化 す る の で 、
Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ は 動 画 フ レ ー ム を 表 示 す る の に 適 合 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 静 止
画 フ レ ー ム を 表 示 す る と き は 、 そ の よ う な Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ は ち ら つ き の 問 題 が 生 じ 易
い 。 そ の よ う な ち ら つ く 静 止 画 フ レ ー ム を 長 時 間 視 つ め て い る と 視 聴 者 の 目 に 不 快 感 が 残
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は ほ と ん ど が 駆 動 さ れ る と 一 時 待 機 （ ホ ー ル ド ） 型 の 発 光 を す る 。 換
言 す れ ば 、 各 フ レ ー ム 時 間 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 は 動 画 フ レ ー ム を 表 示 す る と き に
人 間 の 目 の 視 覚 特 性 に よ る フ レ ー ム ぶ れ の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ィ ス プ レ イ 性 能 を 向 上 す る た め に 、 い く つ か の Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ イ で は 、 動 画 フ レ ー
ム を 表 示 す る の に イ ン パ ル ス 型 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 が 使 用 さ れ て い る 。 そ の よ う な Ｌ Ｃ Ｄ デ
ィ ス プ レ イ は 、 動 画 フ レ ー ム を 表 示 す る と き に は 、 Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ と 同 等 の 性 能 を 有
す る け れ ど も 、 静 止 画 フ レ ー ム を 表 示 す る と き に は 、 残 念 な が ら Ｃ Ｒ Ｔ と 同 様 に 性 能 が 低
い と い う 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
発 明 の 要 約
　 一 態 様 に 従 え ば 、 光 源 と 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 少 な く と も １ つ の 参 照 フ レ ー ム を 記 憶 す る
記 憶 部 と を 備 え る デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム を 受 け 取
り 、 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム の ピ ク セ ル と 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム の
対 応 す る ピ ク セ ル の 間 で グ レ ー レ ベ ル を 比 較 し 、 前 記 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム と 前 記
イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム に お い て 異 な る グ レ ー レ ベ ル を 有 す る ピ ク セ ル の ピ ク セ ル
量 を 決 定 し 、 か つ 前 記 決 定 さ れ た ピ ク セ ル 量 に 基 づ い て 、 前 記 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 と 振
幅 野 少 な く と も 一 方 を 計 算 し 出 力 す る と と も に 現 フ レ ー ム を 表 示 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 態 様 に 従 え ば 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ は 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と 、 前 記 フ ラ
ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 背 後 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル と 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と に 電 気 的 に 接 続 さ れ た デ ー タ 制 御 回 路 と を 備 え 、 前 記 デ ー タ
制 御 回 路 は 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム を 受 領 し 、 こ れ を イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー
ム と 比 較 す る 比 較 部 と 、 前 記 比 較 部 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 、 前 記 比 較 部 に 格 納 さ れ た フ レ
ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部 で あ っ て 前 記 フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 格 納 部 内 に 格 納 さ れ た 前
記 イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム を 前 記 比 較 部 に 出 力 す る フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 格 納 部
と 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 前 記 比 較 部 と に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 光 源 制 御 部 で あ っ て 、 前
記 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 少 な く と も 駆 動 パ ラ メ ー タ を 前 記 比 較 部 か ら 受 領 し た 比 較 結 果 に 基
づ い て 制 御 す る 光 源 制 御 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 関 連 す る 本 発 明 の 目 的 、 特 徴 お よ び 利 点 は そ の よ う な
非 限 定 的 な 実 施 形 態 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 か に な る で あ ろ う 。 以 下 の 説 明 は 添 付 図 面
を 参 照 し て な さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 並 び に そ の 目 的 お よ び 利 点 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し た 以 下 の
詳 細 な 説 明 か ら よ く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 添 付 図 面 に お い て 、 類 似 の 参 照 符 号 は 類 似 の 部
材 に 対 し て 本 明 細 書 に お い て 一 貫 し て 用 い ら れ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 開 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 し か し な が ら
、 本 発 明 は 多 数 の 異 な っ た 形 態 に 具 現 す る こ と が 可 能 で あ り 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る
実 施 形 態 に 限 定 さ れ る と 解 し て は な ら な い 。 こ れ ら の 実 施 形 態 は こ の 開 示 内 容 が 完 全 に 、
本 発 明 の 範 囲 を 当 業 者 に 良 く 知 ら し め る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 液 晶 の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 駆 動 が 、 表 示 さ れ る べ き フ レ
ー ム が 静 止 画 で あ る か 、 ま た は 動 画 で あ る か の 判 断 を 考 慮 し て 行 わ れ る 。 次 い で 、 適 切 な
駆 動 型 が 選 択 さ れ 、 こ の よ う に し て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 表 示 品 質 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は Ｉ × Ｊ 個 の ピ ク セ ル を 有 す る 表 示 パ ネ ル
と 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 少 な く と も 一 つ の フ レ ー ム を 有 す る デ ー タ 制
御 回 路 と を 備 え る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 従 う 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 ま ず 工 程 Ｓ １ ０ ０ が 処 理 さ れ て イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム
が デ ー タ 制 御 回 路 に 入 力 さ れ る 。 こ の 制 御 回 路 は 、 そ の 内 部 に イ メ ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ
ー ム 、 例 え ば Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム を 格 納 し て あ る 。 し か し な が ら 、 － １ 番 目 以 外 の 前 の
フ レ ー ム を 制 御 回 路 内 に 参 照 フ レ ー ム と し て 格 納 す る こ と も 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 次 い
で 、 工 程 １ ０ ２ が 処 理 さ れ て イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の ピ ク セ ル の グ レ ー レ ベ ル と 、 イ メ
ー ジ デ ー タ の 参 照 フ レ ー ム 、 例 え ば Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム の 対 応 す る ピ ク セ ル の グ レ ー レ
ベ ル を 比 較 す る 。 次 い で 、 工 程 Ｓ １ ０ ４ で 示 さ れ る よ う に 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ
レ ー ム が 出 力 さ れ て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 後 、 工 程 Ｓ １ ０ ６ が 処 理 さ れ て イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム と イ メ ー ジ デ ー
タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム に お け る 異 な る グ レ ー レ ベ ル を 有 す る ピ ク セ ル の 量 Ｎ （ Ｍ ） を
カ ウ ン ト す る 。 工 程 Ｓ １ ０ ２ と Ｓ １ ０ ６ の い ず れ か の 工 程 の 前 、 後 ま た は 同 時 に 工 程 Ｓ １
０ ４ を 処 理 す る こ と は 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 ノ
イ ズ に よ り 引 き 起 こ さ れ る 不 正 確 な 計 数 が 行 わ れ な い よ う に す る た め に 、 閾 値 グ レ ー レ ベ
ル 差 が 設 定 さ れ る 。 例 示 的 な 一 実 施 形 態 で は 、 閾 値 グ レ ー レ ベ ル 差 が 処 理 す べ き ８ － ビ ッ
ト （ ２ ５ ６ グ レ ー レ ベ ル ） イ メ ー ジ デ ー タ に 対 し て ８ に 設 定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発
明 は 閾 値 グ レ ー レ ベ ル 差 を な ん ら か の 特 定 の 値 に 限 定 す る も の で は な く 、 閾 値 グ レ ー レ ベ
ル 差 を ア プ リ ケ ー シ ョ ン や 実 際 上 の 要 請 に 従 っ て 選 択 す る こ と も 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。
一 実 施 形 態 に 従 え ば 、 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） を 計 算 す る 式 は 、 例 え ば 、 次 式 （ １ ） の 通 り で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ に 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目
の フ レ ー ム の 対 応 す る ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） の 間 の グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル 差 が 閾 値 グ レ ー レ
ベ ル 差 に 等 し い か そ れ よ り も 大 き い な ら ば 、 Ｚ （ Ｍ ） （ ｉ ， ｊ ） ＝ １ で あ り ； イ メ ー ジ デ
ー タ の Ｍ 番 目 の ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム の 対 応 す る
ピ ク セ ル （ ｉ ， ｊ ） の 間 の グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル 差 が 閾 値 グ レ ー レ ベ ル 差 よ り も 小 さ い な
ら ば 、 Ｚ （ Ｍ ） （ ｉ ， ｊ ） ＝ ０ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ピ ク セ ル 量 　 Ｎ （ Ｍ ） の 計 数 が 終 了 し た 後 、 工 程 Ｓ １ ０ ８ が 処 理 さ れ て 、 バ ッ ク ラ イ ト
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光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 （ ま た は 動 作 周 期 ） Ｄ と 発 光 振 幅 Ａ を 制 御 す る 信 号 を 計 算 し 出 力 す
る 。 こ の 実 施 形 態 に 従 え ば 、 例 え ば 、 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） の 関 数 Ｄ ［
Ｎ （ Ｍ ） ］ で あ り 、 例 え ば 、 発 光 振 幅 Ａ も 、 ま た 、 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） の 関 数 Ａ ［ Ｎ （ Ｍ
） ］ で あ る 。 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は 次 式 （ ２ ） に よ り 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ に 、 Ｄ l i m i t  は バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 で あ り 、 Ｎ m a x  は 閾 値 ピ ク
セ ル 量 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 か ら の 放 射 光 の 輝 度 Ｙ は 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ と 発 光 振 幅 Ａ
［ Ｎ （ Ｍ ） ］ と の 積 で 定 義 さ れ 、 こ こ に 輝 度 Ｙ は 定 数 で あ り 、 例 え ば ユ ー ザ ー に よ り 設 定
さ れ る 。 従 っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 が 小 さ 過 ぎ る と 、 輝 度 Ｙ を 一 定 に 保
つ た め に 比 較 的 大 き い 発 光 振 幅 Ａ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ が 必 要 に な る 。 少 な く と も Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ
レ イ 並 の 動 画 フ レ ー ム の 表 示 品 質 を 提 供 す る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 閾 値 発 光 負 荷 時
間 率 を 適 切 に 設 定 し て 発 光 負 荷 時 間 率 が ０ に 近 づ く こ と 、 お よ び 発 光 振 幅 Ａ が 無 限 大 に 近
づ く こ と を 防 止 す る 。 Ｄ l i m i t  は Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ と り 得 る 最 小 値 を 設 定 す る 。 こ の 実 施 形
態 で は 、 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ l i m i t  は 、 例 え ば ２ ５ ％ の 値 を 持 つ 。 こ の 場 合 も 、 本 発 明
は 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ l i m i t  を い か な る 特 定 値 に も 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 は 発 光 負
荷 時 間 率 Ｄ l i m i t  を ア プ リ ケ ー シ ョ ン ま た は 実 際 上 の 要 請 に 従 っ て 選 択 す る こ と は 本 発 明
の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） は Ｉ × Ｊ に 等 し く な る こ と は か な ら ず し も 必 要 で は な い 。 す な わ ち
Ｍ 番 目 の フ レ ー ム は 全 体 と し て 前 の 、 す な わ ち Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム と グ レ ー レ ベ ル が 完
全 に 異 な っ て い る 必 要 は な い が 、 こ れ は Ｍ 番 目 の フ レ ー ム は 動 画 フ レ ー ム で あ る と 考 え ら
れ る か ら で あ る 。 人 間 の 視 覚 の 特 質 か ら 、 フ レ ー ム の デ ー タ の 一 部 だ け が 前 の フ レ ー ム の
対 応 す る デ ー タ か ら 異 な っ て い る 場 合 で さ え も 、 フ レ ー ム は 動 画 フ レ ー ム で あ る と み な す
こ と が で き る 。 従 っ て 、 適 切 な 最 大 閾 値 ピ ク セ ル 量 Ｎ m a x  が 設 定 さ れ る 。 Ｎ （ Ｍ ） ＞ Ｎ m a

x  で あ る な ら ば 、 Ｍ 番 目 の フ レ ー ム は 「 動 画 」 で あ り 、 Ｎ （ Ｍ ） ＞ Ｎ m a x  以 外 で あ る な ら
ば 、 「 静 止 画 」 で あ る 。 こ こ に 、 本 実 施 形 態 で は Ｎ m a x  を ０ ． １ × Ｉ × Ｊ す な わ ち 、 液 晶
デ ィ ス プ レ イ の 解 像 度 の １ ０ ％ に 設 定 し て い る 。 換 言 す る と 、 Ｎ （ Ｍ ） ＞ Ｎ m a x  で あ る な
ら ば 、 デ ィ ス プ レ イ の ９ ０ ％ が 「 移 動 し た 」 と 考 え ら れ 、 Ｍ 番 目 の フ レ ー ム は 「 動 画 」 と
呼 ば れ る 。 さ ら に 、 こ の 実 施 形 態 に 従 え ば 、 Ｎ （ Ｍ ） が Ｎ m a x  よ り も 大 で あ る な ら ば 、 式
（ ２ ） に お い て 、 Ｎ （ Ｍ ） は Ｎ m a x  に 等 し い と み な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 Ｎ m a x  は ゼ ロ に 設 定 さ れ る 。 式 （ １ ） お よ び 式 （ ２ ） か ら 、 液 晶 デ
ィ ス プ レ イ が 静 止 画 フ レ ー ム を 表 示 す る と き は 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム の ピ
ク セ ル と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム の 対 応 す る ピ ク セ ル と の 間 の 生 じ 得 る グ
レ ー レ ベ ル 差 は ノ イ ズ に よ る も の の み で あ る 。 従 っ て 、 図 ２ － １ に 示 す よ う に 、 式 （ １ ）
に よ り 得 ら れ る 静 止 画 フ レ ー ム に 対 す る ピ ク セ ル 品 質 Ｎ （ Ｍ ） は ０ で あ り 、 一 方 、 式 （ ２
） に よ り 得 ら れ る バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ は １ で あ る 。 換 言 す
る と 、 静 止 画 を 表 示 す る と き は 、 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 従 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は
ホ ー ル ド 型 の 駆 動 方 法 を 用 い て バ ッ ク ラ イ ト 光 源 を 駆 動 す る の で 、 フ レ ー ム の ち ら つ き と
そ れ に よ る 視 聴 者 の 不 快 感 と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 画 フ レ ー ム の 表 示 に 関 し て は 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム の ピ ク セ ル と イ メ
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ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム の 対 応 す る ピ ク セ ル と の 間 で グ レ ー レ ベ ル が 異 な る ピ
ク セ ル の 量 は 式 （ １ ） に よ り 得 る こ と が で き る 。 そ の 後 、 式 （ ２ ） を 用 い て バ ッ ク ラ イ ト
光 源 の 必 要 な 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ を 得 る 。 図 ２ － ２ に 示 す よ う に 、 動 画 フ レ ー
ム に 対 し て は １ 未 満 で あ る 。 換 言 す れ ば 、 開 示 さ れ て い る 実 施 形 態 の 液 晶 は イ ン パ ル ス 型
駆 動 方 法 を 用 い て バ ッ ク ラ イ ト 光 源 を 駆 動 し て 動 画 フ レ ー ム を よ り 明 瞭 に 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 注 意 す べ き は 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 輝 度 Ｙ は 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ と 発 光 振 幅
Ａ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ と の 積 と し て 定 義 さ れ 、 こ こ に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 輝 度 Ｙ は 定 数 で あ る
。 換 言 す れ ば 、 図 ２ － ２ に お け る 発 光 負 荷 時 間 率 と 発 光 振 幅 と の 積 は 、 図 ２ － １ に お け る
発 光 負 荷 時 間 率 と 発 光 振 幅 と の 積 に 等 し い 。 す な わ ち 、 Ｙ ＝ Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ × Ａ ［ Ｎ （ Ｍ
） ］ ＝ Ｄ ［ Ｎ （ Ｋ ） ］ × Ａ ［ Ｎ （ Ｋ ） ］ で あ り 、 こ こ に 、 Ｍ お よ び Ｋ は 正 の 整 数 で あ り 、
か つ Ｍ ≠ Ｋ で あ る 。 例 え ば 、 図 ２ － １ に 示 す よ う に 、 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ は １
で あ り 、 発 光 振 幅 Ａ ［ Ｎ （ Ｋ ） は Ａ に 等 し い 。 従 っ て 、 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ （ Ｋ ） ］ が
、 例 え ば ５ ０ ％ で あ る な ら ば 、 図 ２ － ２ の 発 光 振 幅 Ａ ［ Ｎ （ Ｋ ） ］ は ２ Ａ に 等 し い 。 従 っ
て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 に よ り 出 力 さ れ る 輝 度 Ｙ を 本 発 明 に 従 っ て 決 定 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 述 の 実 施 形 態 で は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 比 較 す べ き で あ る と 図 示 さ れ て い る の は
イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム と イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム だ け で あ る
け れ ど も 、 本 発 明 の 範 囲 は そ の よ う な 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 以 下 に 、 も う 一 つ の 実 施
形 態 を 示 し て 、 本 発 明 に 従 う さ ら な る 駆 動 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の さ ら な る 実 施 形 態 に 従 う 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の 実
施 形 態 に 従 え ば 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の デ ー タ 制 御 回 路 は 、 例 え ば 、 １ × Ｒ の ア レ イ Ｓ を 内
部 に 備 え て お り 、 こ の ア レ イ Ｓ は 要 素 Ｓ ［ １ ］ 、 Ｓ ［ ２ ］ 、 Ｓ ［ ３ ］ ． ． ． 、 Ｓ ［ Ｒ ］ を
含 む 。 こ こ に 、 す べ て の 要 素 の 初 期 値 は ０ で あ る 、 す な わ ち 、 Ｓ ［ １ ］ ＝ Ｓ ［ ２ ］ ＝ Ｓ ［
３ ］ ＝ ． ． ． Ｓ ［ Ｒ ］ で あ る 。 換 言 す れ ば 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ が 駆 動 さ れ る 前 は 、 Ｓ ［ １
］ ＝ Ｓ ［ ２ ］ ＝ ． ． ． Ｓ ［ Ｒ ］ ＝ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 す 駆 動 方 法 は 、 図 １ に 示 す 駆 動 方 法 の 工 程 Ｓ １ ０ ０ ～ Ｓ １ ０ ６ を 備 え て い る 。
図 １ に 示 す 駆 動 方 法 と は 異 な り 、 工 程 Ｓ １ ０ ６ の 後 、 工 程 Ｓ ３ ０ ０ が 処 理 さ れ て 工 程 Ｓ １
０ ６ で 得 ら れ た ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） を ア レ イ Ｓ に 格 納 す る 。 こ こ に 、 ア レ イ Ｓ は Ｓ ＝ ［ Ｎ
（ Ｍ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ） 、 Ｎ （ Ｍ － ２ ） ． ． ． 、 Ｎ （ Ｍ － （ Ｒ － １ ） ） ］ の
フ ォ ー マ ッ ト を 有 す る 。 換 言 す れ ば 、 工 程 Ｓ ３ ０ ０ が 実 行 さ れ て 、 Ｍ 番 目 の フ レ ー ム と 関
連 す る ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） を ア レ イ Ｓ の 要 素 Ｓ ［ １ ］ と し て 格 納 し 、 Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー
ム と 関 連 す る ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ － １ ） を ア レ イ Ｓ の 要 素 Ｓ ［ ２ ］ の 要 素 と し て 格 納 す る 、
等 々 で あ り 、 最 後 に Ｍ － （ Ｒ － １ ） 番 目 の フ レ ー ム に 関 連 す る ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ － （ Ｒ －
１ ） ） を ア レ イ Ｓ の 要 素 Ｓ ［ Ｒ ］ と し て 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 工 程 Ｓ ３ ０ ２ が 実 行 さ れ て 、 ア レ イ Ｓ に 格 納 さ れ た ピ ク セ ル 量 に 従 っ て 平 均 ピ
ク セ ル 量 を 計 算 す る 。 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） が 、 ア レ イ Ｓ に 格 納 さ れ た ピ ク
セ ル 量 に 重 み 付 け 計 算 を 行 う こ と に よ り 得 ら れ る 。 そ の 計 算 式 は 次 式 （ ３ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 こ こ に 、 ａ r  は ア レ イ Ｓ の 要 素 Ｓ ［ ｒ ］ の 重 み 付 き 指 数 で あ り 、 こ の 重 み 付 き 指 数 ａ r  

は 、 例 え ば ａ r + 1  に 等 し い か そ れ よ り も 大 き い 。 換 言 す れ ば 、 時 系 列 に お い て 前 の フ レ ー
ム が Ｍ 番 目 の フ レ ー ム に 近 い ほ ど 前 の フ レ ー ム に 関 連 す る ピ ク セ ル 量 Ｎ に 大 き い 重 み が 与
え ら れ る 。 し か し な が ら 、 重 み 付 け 指 数 ａ r  の 値 の こ の 構 成 は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も
の で は な く 、 他 の 構 成 が 排 除 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 工 程 Ｓ ３ ０ が 実 行 さ れ て バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ と 発 光 振 幅 Ａ を 計 算 し 、
出 力 す る 。 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は 、 例 え ば 、 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） の 関 数 Ｄ ［
Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ で あ り 、 例 え ば 次 式 （ ４ ） に よ り 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ に 、 発 光 振 幅 Ａ は 、 例 え ば 、 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） の 関 数 　 Ａ ［ Ｎ ’
（ Ｍ ） ］ で あ り 、 例 え ば 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 輝 度 Ｙ を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間
率 Ｄ ［ Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ で 除 し た 値 に 等 し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 従 う バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ ［ Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ の 計 算 式 は 図
１ を 参 照 し て 説 明 し た 実 施 形 態 の 式 （ ２ ） と 類 似 し て い る 。 も っ と も 重 要 な 差 は 、 単 一 の
フ レ ー ム 、 す な わ ち Ｍ 番 目 の フ レ ー ム に 関 連 す る ピ ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） が Ｍ － （ Ｒ － １ ） 番
目 の フ レ ー ム か ら Ｍ 番 目 の フ レ ー ム ま で の 複 数 の フ レ ー ム に 関 連 す る 複 数 の ピ ク セ ル 量 の
重 み 付 き 平 均 に 置 き 替 え ら れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 式 （ ３ ） お よ び 式 （ ４ ） か ら 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 静 止 画 フ レ ー ム ま た は 動 画 フ
レ ー ム の い ず れ か を 表 示 す る と き は バ ッ ク ラ イ ト 光 源 を 駆 動 す る の に 、 適 切 な 異 な る 駆 動
型 を 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 従 う 駆 動 型 を 実 行 す る こ と が 可 能 な 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を
以 下 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４
を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 従 う フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ は 、 例 え ば 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ ４ ０ ０ で あ る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ ０ は デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ４ １ ０ 、 バ ッ ク ラ
イ ト 光 源 ４ ２ ０ 、 お よ び デ ー タ 制 御 回 路 ４ ３ ０ を 備 え て い る 。 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ４ ２ ０ は
デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ４ １ ０ の 下 方 に 配 置 さ れ 、 バ ッ ク ラ イ ト を デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ４ １ ０
に 供 給 す る 。 デ ー タ 制 御 回 路 ４ ３ ０ は デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ４ １ ０ と バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ４ ２
０ と に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 一 般 に 比 較 部 ４ ３ ２ と 、 フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部
４ ３ ４ と 、 光 源 制 御 部 ４ ３ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 比 較 部 ４ ３ ２ は 、 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム （ フ レ ー ム Ｍ － １ ） を フ レ ー
ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部 ４ ３ ４ か ら 受 取 り 、 ピ ク セ ル の グ レ ー レ ベ ル を 、 イ メ ー ジ デ ー タ
の 記 憶 さ れ た Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム （ フ レ ー ム Ｍ － １ ） と イ メ ー ジ デ ー タ の 入 力 さ れ た Ｍ
番 目 の フ レ ー ム （ フ レ ー ム Ｍ ） の 間 で 比 較 し 、 次 い で イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目 の フ レ ー ム
（ フ レ ー ム Ｍ ） を デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル ４ １ ０ に 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 イ メ ー ジ
デ ー タ の Ｍ － １ 番 目 の フ レ ー ム （ フ レ ー ム Ｍ － １ ） は 、 例 え ば 、 比 較 部 ４ ３ ２ に 電 気 的 に
接 続 さ れ た フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部 ４ ３ ４ に 記 憶 さ れ る 。 イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ 番 目
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の フ レ ー ム （ フ レ ー ム Ｍ ） が 比 較 部 ４ ３ ２ に 入 力 さ れ る と （ 図 １ の 工 程 １ ０ ０ ） 、 こ の フ
レ ー ム は フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部 ４ ３ ４ に も 入 力 さ れ 、 そ こ に 記 憶 さ れ 、 次 の フ レ
ー ム 、 す な わ ち イ メ ー ジ デ ー タ の Ｍ ＋ １ 番 目 の フ レ ー ム （ フ レ ー ム （ Ｍ ＋ １ ） ） と 比 較 さ
れ る 。 比 較 結 果 Ｎ （ Ｍ ） は 光 源 制 御 回 路 ４ ３ ８ に 直 接 出 力 さ れ 、 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ と 発 光
振 幅 Ａ が 計 算 さ れ る 。 構 成 要 素 ４ ３ ２ 、 ４ ３ ４ お よ び ４ ３ ８ を 備 え た デ ー タ 制 御 回 路 ４ ３
０ の こ の 構 造 は 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た 駆 動 方 法 を 実 行 す る の に 十 分 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 イ メ ー ジ デ ー タ の さ ら に 前 の フ レ ー ム を 用 い て 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た 駆 動 方 法 を 実 行
す る た め に 、 デ ー タ 制 御 回 路 ４ ３ ０ は 、 さ ら に 、 フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー ４
３ ６ を 備 え て い る 。 フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー ４ ３ ６ は 比 較 部 ４ ３ ２ に 電 気 的
に 接 続 さ れ て お り 、 比 較 部 ４ ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 複 数 の 比 較 結 果 を 受 け 取 る 。 フ レ ー ム イ
メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー は 内 部 に １ × Ｒ の ア レ イ Ｓ を 備 え て い る 。 ア レ イ Ｓ は 要 素 Ｓ ［
１ ］ 、 Ｓ ［ ２ ］ 、 Ｓ ［ ３ ］ ． ． ． 、 Ｓ ［ Ｒ ］ を 含 み 、 上 述 の よ う に 、 す べ て の 要 素 の 初 期
値 は ０ で あ る 、 す な わ ち 、 Ｓ ［ １ ］ ＝ Ｓ ［ ２ ］ ＝ Ｓ ［ ３ ］ ＝ ． ． ． Ｓ ［ Ｒ ］ で あ る 。 フ レ
ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー が 比 較 部 ４ ３ ２ か ら 受 け 取 っ た ピ ク セ ル 量 は ア レ イ Ｓ に
格 納 さ れ る が 、 ア レ イ Ｓ は 上 述 の よ う に 、 Ｓ ＝ ［ Ｎ （ Ｍ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ） 、 Ｎ （ Ｍ － １ ）
、 Ｎ （ Ｍ － ２ ） ． ． ． 、 Ｎ （ Ｍ － （ Ｒ － １ ） ） ］ の フ ォ ー マ ッ ト を 有 す る 。 上 述 の 比 較 結
果 を 用 い て イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー ４ ３ ６ は 、 上 述 の よ う に 、 重 み 付 き 分 布 、 例 え ば
、 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’ （ Ｍ ） を 計 算 す る 。 次 い で 、 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量 Ｎ ’
（ Ｍ ） は 光 源 制 御 回 路 ４ ３ ８ に 出 力 さ れ る 。 光 源 制 御 回 路 ４ ３ ７ は 、 例 え ば バ ッ ク ラ イ ト
光 源 負 荷 時 間 率 制 御 器 ４ ３ ８ ａ と 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 振 幅 制 御 器 ４ ３ ８ ｂ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 計 算 結 果 、 す な わ ち Ｎ ’ （ Ｍ ） を フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー ４ ３ ６ か ら 受 け
取 り 、 要 求 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト 光 源 負 荷 時 間 率 Ｄ と 発 光 振 幅 Ａ と を 決 定 し た 後 、 光 源 制 御
回 路 ４ ３ ８ は 適 切 な 駆 動 電 圧 ま た は 電 流 を 出 力 し て 、 得 ら れ た 値 Ｄ お よ び Ａ に 従 っ て バ ッ
ク ラ イ ト 光 源 ４ ２ ０ を 駆 動 す る 。 従 っ て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ ０ は デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
４ １ ０ に 入 力 さ れ た イ メ ー ジ デ ー タ に 従 っ て イ メ ー ジ を 表 示 す る 。 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 ４ ２
０ の 発 光 負 荷 時 間 率 Ｄ は バ ッ ク ラ イ ト 光 源 負 荷 率 制 御 器 ４ ３ ８ ａ に よ り 制 御 さ れ 、 発 光 振
幅 Ａ は バ ッ ク ラ イ ト 光 源 振 幅 制 御 器 ４ ３ ８ ｂ に よ り 制 御 さ れ る 。 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 負 荷 率
制 御 器 ４ ３ ８ ａ と バ ッ ク ラ イ ト 光 源 振 幅 制 御 器 ４ ３ ８ ｂ は 異 な る フ レ ー ム の 発 光 負 荷 時 間
率 Ｄ と 発 光 振 幅 Ａ の 積 を 一 定 に 維 持 し 、 そ の よ う に し て バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 輝 度 を 、 ユ ー
ザ ー が 調 整 し な い 限 り 、 変 化 し な い よ う に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は フ レ ー ム の 現 状 に 従 っ て 適 切 な 駆 動 型 を 選 択 す る 駆 動 方
法 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は 、 さ ら に 、 動 画 フ レ ー ム と 静 止 画 フ レ ー ム
の 両 方 を 表 示 す る 際 に 最 適 化 さ れ た 表 示 品 質 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ を 提 供 す る 。 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 従 え ば 、 イ メ ー ジ デ ー タ の 一 つ の フ レ ー ム
が ま ず 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 入 力 さ れ 、 次 い で イ メ ー ジ デ ー タ の 現 フ レ ー ム の ピ ク セ ル と イ
メ ー ジ デ ー タ の 少 な く と も 前 の フ レ ー ム の ピ ク セ ル と の 間 で グ レ ー レ ベ ル が 比 較 さ れ 、 ピ
ク セ ル 量 Ｎ （ Ｍ ） が カ ウ ン ト さ れ 、 こ の ピ ク セ ル 量 現 フ レ ー ム Ｎ （ Ｍ ） に 従 っ て 現 フ レ ー
ム が 動 画 状 態 で あ る か 静 止 画 状 態 で あ る か が 判 定 さ れ る 。 こ の 計 算 結 果 を 用 い て バ ッ ク ラ
イ ト 光 源 負 荷 時 間 率 が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 Ｎ m a x  ＝ ０ の で あ り 、 か つ 計 算 結 果 が ゼ ロ で な い と き は 、 現 フ レ ー ム は 動 画 で
あ る と み な さ れ 、 従 っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 は （ 例 え ば 図 ２ － ２ に 示 す よ う に ） イ ン パ ル
ス 型 で 駆 動 さ れ 、 現 動 画 フ レ ー ム が 明 瞭 に 表 示 さ れ る 。 そ れ 以 外 、 す な わ ち 、 計 算 結 果 が
０ で あ る と き は 、 フ レ ー ム は 静 止 画 フ レ ー ム で あ る と み な さ れ 、 従 っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト 光
源 は （ 例 え ば 、 図 ２ － １ に 示 す よ う に ） ホ ー ル ド 型 で 駆 動 さ れ 、 ち ら つ き が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 要 約 す る と 、 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は 適 切 な 駆 動 型 、 例 え ば イ ン パ ル ス 型 ま た は
ホ ー ル ド 型 を 用 い て 、 表 示 す べ き フ レ ー ム が 動 画 で あ る か 静 止 画 で あ る か の 決 定 に 従 っ て
液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 駆 動 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 従 う 駆 動
方 法 で 駆 動 さ れ る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 複 数 の 駆 動 型 、 例 え ば イ ン パ ル ス 型 と ホ ー ル ド 型
の 両 方 の 利 点 を 採 り 、 駆 動 型 に 関 連 す る 不 利 益 を 被 る こ と が な い 。 従 っ て 、 液 晶 デ ィ ス プ
レ イ は 、 表 示 さ れ る フ レ ー ム が 静 止 画 で あ る か 動 画 で あ る か に か か わ ら ず 、 一 貫 し た 最 適
化 さ れ た 表 示 品 質 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 を 例 示 と し て 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 関 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ れ ら に 限 定 さ
れ な い こ と が 了 解 さ れ る べ き で あ る 。 逆 に 、 本 発 明 は 種 々 の 変 更 並 び に 類 似 の 構 成 お よ び
手 順 を 網 羅 す る こ と を 意 図 し た も の で あ り 、 従 っ て 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 は そ の よ う な 全
て の 変 更 お よ び 類 似 の 構 成 お よ び 手 順 を 包 含 す る よ う に も っ と も 広 く 解 釈 さ れ る べ き で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 従 う 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ － １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 う 、 静 止 画 フ レ ー ム を 表 示 す る バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の
駆 動 電 圧 を 表 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ － ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 う 、 動 画 フ レ ー ム を 捧 持 す る バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 駆
動 電 圧 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 従 う 駆 動 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 う 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ４ ０ ０ 　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
　 ４ １ ０ 　 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
　 ４ ２ ０ 　 バ ッ ク ラ イ ト 光 源
　 ４ ３ ０ 　 デ ー タ 制 御 回 路
　 ４ ３ ２ 　 比 較 部
　 ４ ３ ４ 　 フ レ ー ム イ メ ー ジ デ ー タ 記 憶 部
　 ４ ３ ８ 　 光 源 制 御 部
　 ４ ３ ６ 　 フ レ ー ム イ メ ー ジ 重 み 付 け フ ィ ル タ ー
　 ４ ３ ８ ａ 　 光 源 負 荷 時 間 率 制 御 器
　 ４ ３ ８ ｂ 　 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 振 幅 制 御 器
　 Ｎ （ Ｍ ） 　 ピ ク セ ル 量
　 Ａ 　 発 光 振 幅
　 Ａ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ 　 関 数
　 ａ r  、 ａ r + 1  　 重 み 付 き 指 数
　 Ｄ 　 発 光 負 荷 時 間 率
　 Ｄ ［ Ｎ （ Ｍ ） ］ 、 Ｄ ［ Ｎ ’ （ Ｍ ） ］ 　 関 数
　 Ｄ l i m i t  　 閾 値 発 光 負 荷 時 間 率 で あ り 、
　 Ｎ m a x  　 閾 値 ピ ク セ ル 量
　 Ｎ ’ （ Ｍ ） 　 重 み 付 き 平 均 ピ ク セ ル 量
　 Ｓ 　 ア レ イ
　 Ｙ 　 放 射 光 の 輝 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ － １ 】

【 図 ２ － ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 2006-171737 A 2006.6.29



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５０５　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C080 AA10  BB05  DD04  EE19  EE28  EE29  GG08  GG12  JJ02  JJ05 
　　　　 　　        JJ07 

(13) JP 2006-171737 A 2006.6.29



【 外 国 語 明 細 書 】

(14) JP 2006-171737 A 2006.6.29

2006171737000001.pdf



专利名称(译) 液晶显示器及其驱动方法

公开(公告)号 JP2006171737A 公开(公告)日 2006-06-29

申请号 JP2005355915 申请日 2005-12-09

[标]申请(专利权)人(译) 群创光电股份有限公司

申请(专利权)人(译) 奇美电子股▲ふん▼有限公司

[标]发明人 インハオスー

发明人 イン-ハオ スー

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G09G3/34 G02F1/133

CPC分类号 G09G3/3406 G09G2320/064 G09G2320/0653 G09G2340/16 G09G2360/16

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.612.U G09G3/34.J G09G3/20.660.U G09G3/20.660.W G09G3/20.631.B G02F1
/133.505 G02F1/133.535

F-TERM分类号 2H093/NC28 2H093/NC29 2H093/NC42 2H093/NC52 2H093/NC90 2H093/ND01 2H093/ND10 2H093
/ND31 2H093/ND32 2H093/NH18 5C006/AA01 5C006/AA02 5C006/AF03 5C006/AF04 5C006/AF44 
5C006/AF45 5C006/AF51 5C006/AF53 5C006/AF78 5C006/BB11 5C006/BB29 5C006/BC16 5C006
/BF02 5C006/BF14 5C006/EA01 5C006/GA02 5C006/GA03 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD04 
5C080/EE19 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/GG08 5C080/GG12 5C080/JJ02 5C080/JJ05 5C080
/JJ07 2H193/ZG48 2H193/ZH23 2H193/ZH57

代理人(译) 酒井宏明

优先权 093138544 2004-12-13 TW

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：无论运动图像和静止图像如何，利用多种驾驶类型来提
供一致且优化的显示质量，而不会遭受与驾驶类型相关的缺点。 在包括
光源和存储至少一个图像数据的参考帧的存储单元的显示装置中，一种
驱动方法接收图像数据的当前帧，图像数据的当前帧的像素和图像。 比
较数据参考帧的相应像素之间的灰度级，确定图像数据的当前帧和图像
数据的参考帧中具有不同灰度级的像素的像素量，以及确定的像素 基于
该数量计算并输出发光占空比和光源的振幅中的至少一个并显示当前
帧。 显示装置包括执行上述驱动方法的比较单元和光源控制单元。 [选
型图]图1
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